
学校HPはこちら 

～体（作業）から心（授業）へ～ 

 6 月 25 日（木）の「耕す time」参観日、そして授業前に行った「愛

校作業」へのご参加、本当にありがとうございました。 

 子ども達がいつも「学校のみんなのためにきれいにしよう」と一生

けん命に掃除している場所に、この日はお家の方が雑巾やほうき片手

に参加してくださいました。親子で、そして保護者の皆様同士、地域の

方々で声をかけあいながら、一緒に学校をきれいにしていく姿は、温

かく素敵な時間でした。 

 子ども達にとって、保護者の方が自分達の学校のために汗を流してくれる背

中は、どんな言葉よりも心に響く「身近なかっこいい大人」のお手本です。自

分達の環境を自分達の手で美しく整える心地よさ、そして「ともに働く楽しさ」

を感じる、最高の「志」を育む、キャリア教育の時間となりました。 

 一学期も残りひと月あまりとなりました。 

「家庭・学校・地域」のつながりを原動力に、子ども達の心の根っこを大切に

育んでいきたいと思います。 

  

 

 道徳の授業は、正しい答えを覚えることではなく、友達と対話しながら

「よりよい生き方、生きる心」をじっくり耕すことにあります。友達の意

見に耳を傾け、「こんな時自分ならどう

してきたかなぁ？」「どうするかなぁ」

「わかっているけどできない。難しい。」など仲間や自分自身と考え合う姿が

印象的でした。 

 ある学年を覗いた時。「校長先生ならどうする？」と話し合いの輪に入れて

くれた子ども達も。大人も子供も一緒に考え合う大事な「耕す time」です。 
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